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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 12,339 △13.9 303 100.9 276 156.2 204 94.7

30年3月期第2四半期 14,331 △12.4 150 ― 107 ― 104 ―

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　285百万円 （149.6％） 30年3月期第2四半期　　114百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 120.59 ―

30年3月期第2四半期 61.93 ―

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定
して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 32,317 7,931 24.5

30年3月期 29,581 7,679 26.0

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 7,931百万円 30年3月期 7,679百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― ― ― 20.00 20.00

31年3月期 ― ―

31年3月期（予想） ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成30年３月期の１株当たり期末配当金については、当該株式
併合の影響を考慮した金額を記載しております。

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,500 △4.5 500 18.2 400 14.6 300 △2.7 176.94

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 2,253,000 株 30年3月期 2,253,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 557,582 株 30年3月期 557,582 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 1,695,418 株 30年3月期2Q 1,695,469 株

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと
仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についての注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料P.３「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境等の改善が続くなかで、各種政策の効果もあ

って、緩やかな回復基調にあるものの、世界経済においては、米国の保護主義的な政策による貿易摩擦の懸念や中

国を始めとする東アジアの政治情勢及び経済の先行きに留意する必要があり、依然として先行き不透明な状況が続

いております。

 このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は123億39百万円（前年同四半

期比13.9%減）、営業利益は3億3百万円（前年同四半期比100.9%増）、経常利益は2億76百万円（前年同四半期比

156.2%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2億4百万円（前年同四半期比94.7%増）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他 合計
調整額

（注）

四半期連結損益

計算書計上額船舶事業

売上高 12,072 494 12,567 △227 12,339

セグメント利益 786 4 791 △488 303

（注）セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

①船舶事業

 新造船市場におきましては、短期的には海運市況の回復はみられますが、新造船供給過剰の状態は継続してお

り、船価の回復には至っていません。

 改修船事業におきましても、修繕費用の抑制により、国内及び国外造船所との熾烈な競争を余儀なくされ、受

注・採算面ともに厳しい状況となりました。

 このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の船舶事業全体の業績につきましては、売上高120億72百万

円（前年同四半期比14.3%減）、セグメント利益7億86百万円（前年同四半期比32.3%増）となりました。受注につ

きましては、新造船５隻（フェリー、ＲＯＲＯ船、コンテナ船）、修繕船他で163億73百万円を受注し、受注残高

は、新造船19隻他で534億82百万円となりました。

 

②その他

 陸上・サービス事業につきましては、公共・民間設備投資は、緩やかに増加しており、個人消費についても持

ち直しの動きがみられるものの、依然として厳しい経営環境が続きました。

 このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高4億94百万円（前年同四半期

比2.1%減）、セグメント利益4百万円（前年同四半期比35.5%減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（連結財政状態）

（単位：百万円）

 
前連結会計年度

（平成30年3月31日）

当第2四半期連結会計期間

（平成30年9月30日）
増減

総資産 29,581 32,317 2,736

負債 21,901 24,385 2,484

純資産 7,679 7,931 251

 

 総資産は、前連結会計年度末の295億81百万円から27億36百万円増加し、323億17百万円となりました。

 これは主に、受取手形及び売掛金、流動資産のその他に含まれる未収消費税が減少したものの、現金及び預金が

増加したことによるものであります。

 

 負債は、前連結会計年度末の219億1百万円から24億84百万円増加し、243億85百万円となりました。

 これは主に、支払手形及び買掛金が減少したものの、前受金、長期借入金が増加したことによるものでありま

す。

 

 純資産は、前連結会計年度末の76億79百万円から2億51百万円増加し、79億31百万円となりました。

 これは主に、利益剰余金が増加したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきまして、現時点においては、平成30年５月11日に公表いたしました業績予想から変更

はありません。

 なお、今後の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年3月31日) 
当第2四半期連結会計期間 

(平成30年9月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,841 11,819 

受取手形及び売掛金 8,445 7,802 

商品 2 2 

仕掛品 514 374 

原材料及び貯蔵品 103 157 

その他 1,238 575 

貸倒引当金 △8 △9 

流動資産合計 18,137 20,723 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,942 1,887 

構築物（純額） 1,099 1,066 

機械装置及び運搬具（純額） 1,072 1,040 

土地 4,702 4,709 

その他（純額） 422 431 

有形固定資産合計 9,238 9,135 

無形固定資産    

その他 99 247 

無形固定資産合計 99 247 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,997 2,115 

退職給付に係る資産 58 53 

その他 134 127 

貸倒引当金 △85 △85 

投資その他の資産合計 2,105 2,211 

固定資産合計 11,444 11,594 

資産合計 29,581 32,317 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年3月31日) 
当第2四半期連結会計期間 

(平成30年9月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 7,068 5,748 

短期借入金 3,592 3,907 

未払費用 948 702 

未払法人税等 58 103 

前受金 2,629 5,140 

船舶保証工事引当金 86 124 

工事損失引当金 343 395 

その他 254 153 

流動負債合計 14,981 16,276 

固定負債    

長期借入金 4,620 5,760 

再評価に係る繰延税金負債 802 802 

退職給付に係る負債 1,272 1,296 

資産除去債務 69 70 

その他 155 179 

固定負債合計 6,920 8,108 

負債合計 21,901 24,385 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,200 1,200 

資本剰余金 672 672 

利益剰余金 6,015 6,185 

自己株式 △2,016 △2,016 

株主資本合計 5,870 6,041 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 286 355 

土地再評価差額金 1,585 1,585 

退職給付に係る調整累計額 △62 △50 

その他の包括利益累計額合計 1,808 1,890 

純資産合計 7,679 7,931 

負債純資産合計 29,581 32,317 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 
(自 平成29年4月 1日 
 至 平成29年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成30年4月 1日 

 至 平成30年9月30日) 

売上高 14,331 12,339 

売上原価 13,596 11,443 

売上総利益 734 896 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 125 168 

その他 457 424 

販売費及び一般管理費合計 583 593 

営業利益 150 303 

営業外収益    

受取配当金 12 10 

為替差益 3 17 

受取地代家賃 9 9 

その他 2 2 

営業外収益合計 28 40 

営業外費用    

支払利息 52 47 

支払保証料 1 5 

その他 17 13 

営業外費用合計 71 67 

経常利益 107 276 

特別利益    

固定資産売却益 0 1 

特別利益合計 0 1 

特別損失    

固定資産除却損 0 3 

投資有価証券評価損 － 3 

特別損失合計 0 6 

税金等調整前四半期純利益 108 270 

法人税、住民税及び事業税 2 73 

法人税等調整額 0 △7 

法人税等合計 3 66 

四半期純利益 104 204 

親会社株主に帰属する四半期純利益 104 204 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 
(自 平成29年4月 1日 
 至 平成29年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成30年4月 1日 

 至 平成30年9月30日) 

四半期純利益 104 204 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 6 69 

繰延ヘッジ損益 △5 － 

退職給付に係る調整額 8 12 

その他の包括利益合計 9 81 

四半期包括利益 114 285 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 114 285 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

 （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
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平成３０年１０月３１日  

                                                                          内海造船株式会社 

                                                                                （コード番号７０１８） 

平成３１年３月期第２四半期決算の概要 

１．当第２四半期の業績について 
    当第２四半期は下表のとおり、前期に比べて、個別、連結とも減収増益の決算となった。 

 （百万円未満切捨て） 

区 分 
前第２四半期 

（Ａ） 

当第２四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ｂ－Ａ） 

 

売 

 

上 

 

高 

 

個 

 

 

別 

船 

舶 

事 

業 

新 造 船 （１０隻）  １２，６８８ （１０隻）   １０，４８０         （０隻） △２，２０７ 

改 修 船 （４３隻）   １，２６３ （４５隻）    １，２６１ （２隻）      △２ 

そ の 他 １００ ２９８ １９８ 

計 １４，０５２ １２，０４０ △２，０１２ 

陸上・サービス事業 ４４ ４３ △０ 

計 １４，０９７ １２，０８４ △２，０１２ 

連結 

子会社 

船舶事業 ２８ ３２ ４ 

陸上・サービス事業 ２０５ ２２３ １７ 

計 ２３３ ２５５ ２１ 

連 

結 

船舶事業 １４，０８０ １２，０７２ △２，００７ 

陸上・サービス事業 ２５０ ２６７ １６ 

合計 １４，３３１ １２，３３９ △１，９９１ 

  （注）個別・連結売上高の減収要因は、新造船の売上対象船の隻数は同数（１０隻→１０隻）であったものの、売上の計上根拠である
各船ごとの決算日における工事進捗度が異なるためである。 

（百万円未満切捨て） 

区 分 
前第２四半期 

（Ａ） 

当第２四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ｂ－Ａ） 

損 

 

益 

営  業 

利  益 

個 別 １５３ ３０８ １５５ 

連 結 １５０ ３０３ １５２ 

経  常 

利  益 

個 別 １１０ ２８２ １７１ 

連 結 １０７ ２７６ １６８ 

四半期 

純利益 

個 別 １０８ ２０８ ９９ 

連 結 １０４ ２０４ ９９ 

（注）個別・連結の増益要因は、前期に収益性の低い船の売上があったため。 
 

２．船舶事業の受注状況について 

新造船市場においては、短期的には海運市況の回復はみられるが、新造船供給過剰の状態は継続しており、船価の回復には

至っていない。 

また、改修船事業においては、修繕費用の抑制により、国内及び国外造船所との熾烈な競争を余儀なくされ、受注・採算面ともに

厳しい状況となった。 

このような状況のもと、受注については、新造船５隻（フェリー、ＲＯＲＯ船、コンテナ船）、修繕船他で１６３億７３百万円を受注し、

受注残高は、新造船１９隻他で５３４億８２百万円となった。 
 
３．平成３１年３月期の業績予想について 

通期の業績予想について、現時点においては、平成３０年５月１１日に公表した業績予想からの変更はない。 

なお、今後の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示する。 

                                 （単位：百万円） 

区 分 
通期（予想） 

個  別 連  結 

売 上 高 ２８，０００ ２８，５００ 

営 業 利 益 ５００ ５００ 

経 常 利 益 ４００ ４００ 

当期純利益 ３００ ３００ 

                                                                             

（おわり） 


